
資料３ 学習プログラム ワークのシナリオの使い方 

ワーク名は児童生徒に合

った名前で実施すること

もできます。 

中心となる課題を示していま

す。取扱によっては、他の課

題でも実施できます。 

習熟に合わ

せて短くする

こともできま

す。繰り返

すことで時間

を延ばすこと

もできます。 

実践者の判

断で適期を

選べます。 

実践者や児童

生徒が用意す

る必要のある

ものを示しま

す。 

活動内容の

説明を示して

います。実

施学年に応

じた説明に

することがで

きます。 

手順と具体

的な指示を

示していま

す。 

発展的な内

容やアレン

ジできるこ

とを示してい

ます。 

取組の際の留

意点や実施の

参考となる補

足事項を示し

ています。 

わかち合い（シェアリング）の場面です。

時間が足りない場合には、振り返りを促す

だけでもワークの効果につながります。 

このシナリオはワークの実施モデルです。 

児童生徒の様子に合わせて実践者の工夫を加えて実施することができます。 

 

児童生徒の感じ方の表現を

大切にして、よい、悪いな

ど評価的なコメントになら

ぬよう配慮します。 


